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特別損失の発生のお知らせ 
 

 
当連結会計年度（平成 18年 1月 1日～平成 18年 12月 31日）において、下記のとおり特別損失（減

損損失）が発生することとなりましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１．特別損失の発生について 
「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」に基づき、当連結会計年度において減損処理を行い、

3,558百万円を特別損失（減損損失）に計上いたします。 
 当社グループの主力事業であるガラス基板加工販売事業において、ITO 膜（透明導電膜）が STN
液晶の海外生産シフトや販売競争激化の影響を受け受注が伸び悩み、また、カラーフィルタ・ブラッ

クマトリックス（BM）用メタル膜も、パネルメーカーによるカラーフィルタの内製化と樹脂化の流
れを受け、受注が減少しました。成膜ガラス基板事業におけるこれらの主力製品の受注低下により成

膜ガラス基板製品全体の収益性が大幅に低下することとなりました。 
今後こうした状況の大幅改善は難しく、収益性の回復は見込めないと判断したことから、成膜ガラ

ス基板事業に係る生産設備等の減損処理を行うものであります。 
 また、一部の子会社につきましても収益性の低い事業に係る固定資産について減損処理を行い、今

後の業績回復をはかりたいと存じます。 
 
２．業績への影響 
 上記の減損損失が業績に与える影響については、本日同時に発表しております「平成 18年 12月期
業績予想（連結・単独）の修正及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」に記載のとおりでありま

す。 
 

以 上 


